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代表髙木の【日々是勉強！】 

九段会計事務所 代表 税理士 髙木 功治 

 

 

新年度を迎え街に初々しい新社会人や新入

生を見かけると、スギ花粉症が和らいだのも

相まって、とても明るい気持ちになってきま

す。（ヒノキ花粉症の方、ごめんなさい。） 

 

景気が上向いているとの事ですが、その影

響で私たち中小零細企業は、採用難の実感が

大きいのではないでしょうか？利幅は増えな

いのに、採用費用含め人件費は上がっている

ので、経営の舵取りはむしろ難しくなってい

ます。とはいえ、しばらくこの状態は続くで

しょうから、現状を前提として人事を考えて

いかなければなりません。そこでまず今のメ

ンバーの結束を強め、離職率を低くし生産性

の高い組織にする事が第一です。 

 

九段会計事務所は有難い事に、離職率がと

ても低いです。創業 12年が経ちましたが今ま

で退職した職員はほんの数名です。会計事務

所業界は離職率がとても高く、一年も勤めれ

ば一番の古株になってしまうなんていう話も

聞くくらいです。 

 

 

2015★春号 

住所：東京都千代田区九段南 4-3-1 滝ビル 3F 電話：03-3222-5271 

発行：税理士法人 九段会計事務所 

いつも九段会計事務所をご愛顧いただき、 

また九段会計通信をご愛読いただき 

ありがとうございます。 

『九段会計通信 2015春号』を配信致します。 

 

代表・税理士 髙木 功治 
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九段会計事務所では、今まで様々な取り組み

をしてきました。その一つに「グッド＆ニュ

ー」というものを 5 年以上前から朝礼で行っ

ています。 

メンバーが徐々に増えてきて、創業初期の

様に何もしなくてもお互いの事を分かってい

る状態では無くなってしまいました。そこで

この「グッド＆ニュー」を取り入れました。 

その効果ですが、プライベートな事柄やそ

れぞれの考え方、感じ方を共有することがで

きるので、明らかにメンバー同士の結束が深

まっていると感じます。他にも色々な効果が

あると謳われていますが、私はこの事が一番

の効果だと言えます。 

 

簡単にやり方を説明すると、まず皆で輪に

なります。朝礼の司会者が誰かに「クッシュ

ボール」（写真）を投げ、 

 

受け取った人が 24時間の中で起きた「良かっ

たこと（グッド）」または「新しい発見・気付

き（ニュー）」を 2～3分で発表します。終わ

ったら皆で拍手をして、発表者はクッシュボ

ールをランダムに誰かに投げ、受け取った人

は発表していくという事を繰り返していきま

す。 

当初は毎日全員発表していましたが、メン

バーも徐々に増え、朝礼の時間が無くなって

きたので、現在ではランダムに 3 人が発表し

ています。 

 

 九段会計事務所では、何年もやっています

が、恐らく 1 ヶ月も経たない内に効果を感じ

られると思います。もっとメンバーの結束力

を強くしたいと考えている方、まだやったこ

とがなければ、毎朝 5～10 分程度の事ですの

で、ぜひチャレンジしてみてください。 

上記のやり方が全てですが、質問があれば

私（髙木）までお尋ね下さい。 

 

一つ一つは小さな事かもしれませんが、良

いと言われるものはすぐ自社に取り込み、そ

の積み上げで他社にはすぐに真似のできない、

強い組織を作っていきたいですね。 

 

 

今号の税務トピックス 

九段会計事務所 山岡 至 

 

平成 27年度税制改正について 

 

平成 27 年 3 月 31 日、参議院で「所得税法

等の一部を改正する法律案」が可決され、平

成 27年度税制改正が成立しました。 

税制改正の項目は多くの分野に跨りますが、

ここでは注目度の高い「法人課税関係」と「資

産課税関係」「国外財産調書」の改正点につい

て、ご紹介致します。 

（前回に税制改正大綱をご紹介しておりま

すが、大綱がそのまま可決されましたので、

前回と内容に重複する箇所があります。） 

 

Ⅰ．法人課税関係 

法人課税では、税率が引き下げられた代わ

りに、課税のベースが拡大しました。 
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1．法人税率の引き下げ 

（1）法人実効税率 

（※1）中小法人とは、期末資本金の額が 1

億円以下で、資本金の額が 5億円以上の大法

人の完全支配関係にある法人を除いた法人

をいいます。 

 

平成 28年度については、地方税が下がる見

込みのため、更に税率が低下する見込みです。

ただし、まだ自治体から税率は公表されてい

ませんので、正確な割合は不明です。 

 

（2）適用時期について 

現行 ……平成 27 年 3 月 31 日までに開始

した事業年度 

平成 27 年度……平成 27 年 4 月 1 日～平成

28年 3月 31日の間に開始する事業年度 

 

2．課税ベースの拡大 

（1）受取配当等の益金不算入制度の見直し 

   配当等について、法人税法上の益金（課

税所得）になる金額が増えます。 

（2）欠損金繰越控除の見直し 

   大法人の控除限度が現行の 80％から

65％、50％へと引き下げられます。 

   （中小法人は 100％控除のままです） 

 

3．所得拡大促進税制の要件緩和 

所得拡大促進税制の適用を受けるための要

件が、次のようになりました。 

 

中小法人……平成 27年度：3％   

平成 28年度：3％   

平成 29年度：3％ 

大法人 ……平成 27年度：3％  

 平成 28年度：4％   

平成 29年度：5％ 

 

この割合は、平成 24 年度の給与等支給額

（役員などを除いた給与の支払額など）に対

する、それぞれの年度の給与等支給額の増加

割合です。 

それぞれの年度で給与等支給額の増加割合

がこの割合を超え、かつ、前年の給与を超え

るなどの要件を満たした場合には、雇用者給

与等支給額増加額（前年から増えた給与の額

のうち一定額）の 10％を法人税額から控除す

る事が出来ます。 

ただし、控除前の法人税額の 10％（中小法人

は 20％）が限度となります。 

 

4．地方拠点強化税制 

地域再生法の改正により、本社機能を東京

圏から地方に移転する法人（移転型）、または

地方において拡充しようとする法人（拡充型）

が計画を作成し、地方公共団体がこれを認定

する枠組みを前提として、次の措置を創設し

ます。 

・特別償却又は税額特別控除制度の創設 

・雇用促進税制の拡充 

 

移転型、拡充型とは次の通りです。 

移転型……東京 23区から東京圏、中部圏中

心部、近畿圏中心部を除く地域への本社の移

転。 

拡充型……東京圏、中部圏中心部、近畿圏

中心部を除く人口 10 万人以上の経済圏を構

 現 行 27年度 

中小法人 

（※1） 

東京都以外 36．05％ 34．33％ 

東京都 37．11％ 35．36％ 

大法人 東京都以外 34．62％ 32．11％ 

東京都 35．64％ 33．10％ 
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成している都市での本社機能の強化。 

 

受ける事が出来る優遇規定については、移転

型の方がより有利です。 

 

いずれも、平成 30 年 3 月 31 日までに、地

方拠点強化実施計画を作成し、その認定を受

けなければなりません。 

 

5．その他 

（１）研究開発税制の見直し 

（２）外形標準課税の拡大 

 

 

Ⅱ.資産課税関係 

資産課税の改正については、下記の通りで

す。 

1. 住宅取得等資金の非課税特例 

次のように改正されます。 

（1）優良住宅 

             （単位：万円） 

 

※ 消費税 10％で契約した場合に限ります。 

  消費税 8％で契約した場合には、改正前

の限度が適用されます。 

 

（2）一般の住宅 

 優良住宅の限度から 500 万円、限度が下が

ります。 

 

2．その他 

（1）結婚・子育て資金の一括贈与に係る贈与

税の非課税措置 

（2）教育資金の一括贈与に係る贈与税の非課

税措置 

（3）事業承継税制の利便性向上のための改正 

 

Ⅲ．国外財産調書制度 

平成 27 年度の税制改正項目ではありませ

んが、平成 27年からスタートする税制の大き

な改正点として、「国外財産調書制度」があり

ます。 

「国外財産調書制度」自体は平成 26年 1月

より施行されていますが、これまで調書を提

出しなくても罰則はありませんでした。 

ですが、平成 27年 1月より、国外財産調書

を提出しなければ罰則が付されるようになり

ましたので、今後、国外に財産をお持ちの方

は注意が必要です。 

 

＜提出義務がある者＞ 

・5 千万円を超える国外財産を有する個人

（非居住者など一部を除きます） 

 

＜提出期限＞ 

・翌年 3月 15日（確定申告と同じ） 

 

 

 

 

 

改正 27年 28年 

1-9月 

28年 

10-9月 

29年 

10-9月 

30年 

10-6月 

前 1,500 1,200 1,200 1,000 800 

後※ 1,500 1,200 3,000 1,500 1,200 

九段会計 山岡 至 
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マイナンバー制度が来年 1月から開始！ 

九段会計事務所 矢合 真弓 

  

 テレビ CMが行われ、徐々に認知度が上がっ

てきたマイナンバー制度。言葉としては聞き

ますが、まだまだ何が変わるかよくわからな

い企業様もいらっしゃるのではないでしょう

か。 

 マイナンバー制度は、私たちのような士業

のみならず、一般の会社様にとってもとても

大きな影響があります。 

 マイナンバー制度の趣旨は、①公平・公正

な社会の実現、②行政の効率化、③国民の利

便性の向上です。①は、例えば、社会保険に

加入しなければならないのにしてなかった場

合、雇用保険に加入させ、さらに市区町村や

税務署に提出した書類から推測して社会保険

の加入義務がありますね、と指摘することで、

不当に税や社会保険の負担を免れている人が

いないようになります。一番の目的はこれで

はないかと思います。 

 また、法人も番号が発行されますので、す

べての申告関係に番号を記入し、社会保険関

係の手続きにも番号を記入することになり、

事務的にも煩雑になるうえ、個人情報保護の

規制があり、罰則も厳しくなっており、管理

が大変になります。 

個人においても、預金が把握されることに

なるので、個人の財産の把握をされ、国が相

続税を推定し、申告が合っているかの確認も

可能になると思われます。 

 国でガイドラインは作成されていますが、

ホームページを見ただけでも、細かく、情報

量も多く、非常にわかりにくい印象がありま

す。 

スケジュールとしては、 

平成 27年 10月 番号通知開始(一斉発送で

はなく、順次発送のようです) 

平成 28 年 1 月 利用開始(源泉徴収票への

記入が必要なため、年末調整時にマイナンバ

ーを年末調整計算する人に通知している必要

があります)となっています。 

 実務上、具体的な影響を今後お伝えしてい

きたいと思いますので、ご不明な点等ござい

ましたら担当者までお気軽にお問合せ下さ

い！ 

 



税理士法人九段会計事務所 九段会計通信（2015 年春号） 2015 年 4 月 23 日 

 

 

マイナンバーホームページ 

http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido

/pdf/j_koho_h2702.pdf 

 

 

 

 

 

噂と口コミ 

         九段会計事務所 本田 裕介 

 

 

経営（特に飲食店やサービス業）をする上

で、噂や口コミはとても重要で、口コミ次第

というお店も多いかと思います。 

そんな口コミについて、お隣、中国で過去

に実際に起こった話が非常に興味深かったの

で、ご紹介させていただきます。 

 

今から 2 年ほど前、江蘇省のとある銀行で

取り付け騒ぎが起きたそうです。 

預金を引き出そうと数百人が殺到、大きな

カバンや箱に現金を詰めて持ち帰ったと言い

ます。 

ある預金者が 20万元（約 388万円）を引き

出そうとしたところ、何が問題だったかはわ

かりませんが、うまく引き出せなかったこと

が今回の騒ぎの発端です。 

それに拍車を掛けたのが、偶然数か月前に

地元協同組合が資金不足から閉鎖したという

事実。預金者の間に不安が広がっていたこと

も重なったとのことです。後は銀行が潰れる

という悪い噂が、さらに噂を呼んで取り付け

騒ぎとなったようです。 

銀行側は支店内に札束を積み上げて、「預金

は保護されています！うわさを信じないで下

さい！」と必死に火消しに走ったそうです。

札束を積み上げるあたりも、さすがのお国柄

といったところでしょうか。 

しかし、騒動のきっかけが約 390 万円。中

国市場からすると膨大とは言えない金額で世

界的ニュースになるとは、ある意味すごい宣

伝効果です。 

 

さて、中国は日本以上に噂と口コミの国で

す。 

福島原発事故の後に放射能対策として塩の

買い占め騒ぎが起きたり、鳥インフルエンザ

の予防効果があるという噂でニンニク価格が

跳ね上がったり、マヤ歴の世界の終わりが到

来するからとろうそくの買い占め騒ぎがあっ

たりと、この手のネタには事欠きません。そ

の意味では今回の取り付け騒ぎもそうそう不

思議な話ではないのでしょう。 

ただ、実は日本でも過去に同様の取り付け

騒ぎが起こったことがあった事を皆様ご存じ

でしょうか。10年ほど前、今はあまり見かけ

なくなったチェーンメール（デマメール）が

国内を駆け回っていた頃に、この騒ぎで数百

億円の預金が引き出されたそうです。日本人

は余程のことが無ければ銀行は潰れないと思

っていることもあったのでしょう。 

ここ最近はこういった話がないので、一安

心ですね。 

口コミや噂で、お客様が増えたり、評価が

マネージャー 矢合 真弓 

http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/pdf/j_koho_h2702.pdf
http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/pdf/j_koho_h2702.pdf
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上昇したりと、プラスの効果があれば良いの

ですが、こうした心無い噂ひとつで過去の蓄

積が一気に崩れ去る可能性があることも、心

の片隅に留めておくことも経営をしていく上

で、大切なのかもしれません。 

 

 

 

 

 

編集後記 

九段会計事務所 遠藤 洋輔 

   

 春も中盤に差し掛かり、スギ花粉もようや

く終わりを迎えようとしています。これから

はヒノキ花粉のお出ましです。 

今号は、税制改正の関係で税務トピックが

盛り沢山となっておりますが、税務以外の話

で、明日使える面白い話を見つけたので紹介

させて頂きます。 

 春と聞いてみなさんが想像するのは桜では

ないでしょうか。 

 現在は桜の名所が何カ所も存在し、花見客

や観光客でごった返す光景も珍しくありませ

ん。実は九段会計事務所も、先日創業して初

めて外でお花見を行いました。心配された天

候も何とか持ちこたえ、楽しくお花見をする

ことができました。外で飲むお酒もまた格別

です。 

 さて、今は春の風物詩となっている桜も、

実は、江戸時代には縁起の悪いものとされて

いました。桜の花はすぐに散り、散った花び

らも色がすぐ変わることから、人の心もあっ

という間に心変わりしてしまうものと比喩さ

れていたようです。桜の季節には結婚式をさ

けていたともいわれております。 

 しかし、花見を行う風習は昔からあるよう

で、当時は桜ではなく、梅の花で行われてい

ました。 

 このように時代とともに楽しみ方や、中身

そのものが変わってくる事が他にもたくさん

あるのではないでしょうか。時代の流れに取

り残されることなく、進んでいきたいもので

すね。 

 

 

 

編集担当 遠藤 洋輔 

九段会計 本田 裕介 
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今号もご愛読くださ

いましてありがとう

ございました。 

 

広告掲載ご希望の方

はお気軽に弊所まで

ご連絡ください！ 

Follow me !! 

@kudankaikei 

 

Like me !! 

「九段会計事務所」 

 


